
特
集
・
横
浜
の
国
際
性

市
民
の
国
際
交
流
活
動

①
「
国
際
交
流
を
考
え
る
市
民
の
会
」
の
活
動

②
「
横
浜
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
（
Ｙ
Ｋ
Ｖ
）
」

　
の
活
動

い
き
さ
つ

実
際
に
や
っ
た
こ
と

問
題
点

今
後
や
り
た
い
こ
と
、
市
へ
の
提
言

に
つ
い
て
は
半
年
く
ら
い
後
に
す
る
、
会
の
目

標
と
し
て
は
国
際
港
横
浜
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民

意
識
の
形
成
に
役
立
つ
行
事
を
持
つ
、
さ
ら
に

長
期
の
目
標
と
し
て
は
横
浜
独
特
の
都
市
の
魅

力
を
新
し
く
創
造
す
る
た
め
「
国
際
学
生
の

村
」
づ
く
り
な
ど
を
考
え
る
、
と
な
っ
た
。
（
詳

細
は
後
述
）

　
打
合
せ
と
見
学
を
毎
月
や
っ
て
い
る
う
ち
に

外
国
や
地
方
に
転
勤
等
で
十
月
に
は
半
数
に
な

っ
た
の
で
、
前
記
一
〇
六
人
に
働
ぎ
か
け
た
と

こ
ろ
三
五
人
と
な
り
、
海
外
生
活
経
験
者
が
相

当
に
多
く
、
女
性
も
約
四
割
の
楽
し
い
顔
ぶ
れ
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①
「
国
際
交
流
を
考
え
る
市
民
の
会
」
の
活
動

横
瀬
多
喜

　
年
甲
斐
も
な
く
私
は
野
次
馬
気
分
で
応
募
し

た
。
や
が
て
新
聞
は
応
募
者
一
〇
六
人
、
優
秀

者
一
〇
人
を
報
じ
私
の
氏
名
を
発
見
し
て
驚
い

た
。
表
彰
式
に
は
市
長
、
。
上
野
氏
、
県
・
市
の

幹
部
等
が
出
席
さ
れ
て
賑
や
か
な
華
や
い
だ
雰

囲
気
だ
っ
た
が
、
市
発
行
の
「
勤
労
市
民
ニ
ュ

ー
ス
」
（
一
九
七
六
年
一
月
号
）
に
本
橋
和
代

夫
人
と
私
の
と
二
編
を
掲
載
し
た
も
の
が
配
布

さ
れ
二
度
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

　
座
談
会
の
席
上
、
私
は
こ
の
メ
ベ
ハ
ー
で
時

時
話
し
会
う
会
が
ほ
し
い
と
提
言
し
た
と
こ
ろ

全
員
の
賛
成
を
得
た
が
、
そ
の
後
県
・
市
共
に

を
含
む
八
人
で
次
の
よ
う
に
発
足
し
た
。

(
ア
)
創
立
　
一
九
七
六
年
五
月
十
六
日

(
イ
)
名
称
　
国
際
交
流
を
考
え
る
市
民
の
会
、
英

　
こ
の
会
の
ル
ー
ツ
は
神
奈
川
県
と
横
浜
市
の

国
際
感
覚
に
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
で
は
お
そ
ら

く
例
の
な
い
地
方
自
治
体
の
国
際
交
流
を
、
県

・
市
共
催
で
国
際
交
流
「
ヨ
コ
ハ
マ
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
」
と
し
て
実
に
多
彩
な
行
事
を
１
ヵ
月
半

に
わ
た
り
展
開
し
た
こ
と
だ
。
一
九
七
五
年
秋

の
こ
と
だ
っ
た
が
そ
の
一
環
の
論
文
募
集
は

「
私
に
と
っ
て
外
国
と
は
…
…
国
際
交
流
に
つ

い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
審
査
員
は
長

洲
知
事
、
飛
鳥
田
市
長
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ー
ク
ラ

ブ
上
野
ガ
バ
ナ
ー
、
有
名
教
授
た
ち
だ
っ
た
。

ブニ三四

い
き
さ
つ

創
立
ま
で
の
経
緯

し
て
、
何
回
も
打
合
せ
し
た
結
果
英
国
人
一
人

運
営
を
め
ぐ
っ
て
試
行
錯
誤

語
は
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｈ
ａ
ｍ
ａ
　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

　
（
Y
I
S
と
略
称
）

(
ウ
)
代
表
　
横
瀬
多
喜

(
エ
)
行
事
　
毎
月
一
回
当
分
は
打
合
せ
と
見
学

　
な
お
、
県
の
松
本
信
輔
氏
、
市
の
石
川
孝
樹

氏
は
業
務
担
当
者
だ
が
個
人
と
し
て
参
加
し
て

も
ら
っ
た
。

　
ま
た
こ
の
話
合
い
の
中
で
、
交
流
の
主
な
相

手
は
外
国
人
留
学
生
か
一
般
外
国
人
か
に
つ
い

て
は
両
者
共
に
数
多
く
交
流
す
る
の
が
よ
い
、

論
文
応
募
者
一
〇
六
人
に
働
き
か
け
る
、
時
期

一

ご
多
忙
だ
し
私
共
で
自
主
的
に
進
め
る
こ
と
に



と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
創
立
以
来
の
経
過
や
今
後
の
運
営
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
次
の
こ
と
を
決
め
た
。

（
ア
)
世
話
人
は
庶
務
、
会
計
、
会
計
監
査
各
二
人

と
代
表
一
人
の
計
七
人
、
任
期
は
一
年
、
選
挙

で
決
め
る
。

(
イ
)
会
員
に
は
外
国
人
を
一
〇
人
く
ら
い
は
ほ
し

い
が
、
質
と
世
話
人
の
事
務
能
力
向
上
の
た
め

国
際
感
覚
の
豊
か
な
方
々
の
参
加
を
歓
迎
す
る

(
ウ
)
会
計
年
度
は
国
と
同
じ
、
経
費
は
入
会
金
千

円
、
年
会
費
千
円
。

と
こ
ろ
が
半
年
後
の
七
七
年
四
月
総
会
で
様
変

り
と
な
っ
た
。

(
ア
)
世
話
人
は
代
表
だ
け
と
し
月
例
行
事
の
企
画

運
営
は
会
員
三
人
く
ら
い
を
一
組
と
し
て
当
番

制
に
す
る
。

入
会
を
決
め
る
。

(
イ
)
世
話
人
は
会
長
一
、
庶
務
、
企
画
、
会
計
、

会
計
監
査
各
二
人
計
九
人
と
し
世
話
人
会
を
設

け
任
期
は
一
年
。

(
ウ
)
月
例
行
事
は
当
番
制
を
続
け
当
番
は
世
話
人

会
に
出
席
す
る
。

(
エ
)
入
会
金
は
原
則
と
し
て
基
金
と
し
て
積
立

て
、
会
費
は
二
千
円
と
し
経
常
費
に
充
て
る
。

　
次
い
で
七
九
年
四
月
総
会
で
世
話
人
の
任
期

を
二
年
、
半
数
を
毎
年
交
替
と
し
運
営
は
全
く

安
定
し
た
。
私
は
創
立
以
来
連
続
四
年
会
長
に

選
挙
さ
れ
た
。

(
イ
)
県
市
の
事
業
計
画
と
の
協
力
調
整
に
努
め
る

(
ウ
)
会
則
は
設
け
な
い
。

　
こ
の
と
き
年
間
を
通
し
て
の
世
話
人
の
要
否

と
円
滑
な
運
営
と
の
関
連
に
つ
い
て
大
い
に
議

論
し
た
が
、
と
に
か
く
、
や
っ
て
み
る
こ
と
に

決
し
た
。
し
か
し
半
年
も
す
る
と
当
番
の
熱
心

さ
や
独
創
的
な
企
画
は
よ
い
が
、
例
え
ば
会
員

名
簿
、
会
計
の
整
備
な
ど
長
期
的
な
事
務
や
企

画
な
ど
で
、
問
題
が
多
い
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
の

会
員
が
理
解
し
、
七
八
年
三
月
総
会
で
次
の
よ

う
に
し
た
。

(
ア
)
会
則
を
設
け
会
員
の
入
会
は
入
会
願
、
退
会

は
退
会
届
に
よ
る
。
手
続
と
し
て
入
会
希
望
者

は
二
、
三
回
例
会
に
出
席
の
う
え
世
話
人
会
で

実
際
に
や
っ
た
こ
と

③
野
外
見
学
等
ｕ
横
浜
外
人
墓
地
、
町
田
市
子

供
の
国
（
留
学
生
一
五
人
と
ス
ポ
ー
ツ
余
興
・

食
事
等
）

④
県
・
市
の
行
事
に
協
力
　
国
連
デ
ー
、
ア
ラ

ブ
民
芸
展
、
カ
ナ
ダ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ニ
カ

ラ
グ
ア
各
ウ
ィ
ー
ク
、
世
界
人
形
展
。

⑤
会
員
の
体
験
談
　
人
権
と
言
論
の
自
由
／
英

国
人
雑
誌
記
者
、
監
獄
か
ら
見
た
中
国
／
在
監

一
一
年
の
日
本
人
、
東
京
サ
ミ
ッ
上
畏
話
／
米

国
大
使
館
員
、
東
ア
フ
リ
カ
情
勢
／
在
ウ
ガ
ン

ダ
三
年
半
の
日
本
人
、
芸
術
と
人
間
性
／
豪
州

人
教
師
、
外
に
米
台
比
各
国
旅
行
報
告

⑥
会
員
の
グ
ル
ー
プ
活
動
　
外
国
人
四
人
と
日

本
人
七
、
八
人
で
年
に
三
、
四
回
自
由
懇
談
。

　
な
お
、
県
国
際
交
流
協
会
へ
団
体
加
入
し
て

協
力
し
て
い
る
こ
と
、
外
人
墓
地
の
運
営
難
に

対
し
会
と
し
て
さ
さ
や
か
な
寄
付
金
を
出
し
た

こ
と
、
市
発
行
の
E
c
h
o
に
会
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た

こ
と
、
日
本
最
古
最
大
発
行
部
数
の
英
文
週
刊

誌
W
e
e
k
e
n
d
e
r
に
会
の
活
動
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
等
も
あ
っ
た
。

問
題
点

　
現
在
四
人
、
入
会
を
希
望
し
て
月
例
会
に
出

席
し
て
い
る
者
二
人
（
印
度
人
と
米
国
人
）
と

少
な
い
。
外
国
人
会
員
と
共
に
種
々
努
力
し
て

い
る
が
一
般
在
留
者
は
「
会
員
に
な
っ
て
も
と

く
に
メ
リ
ッ
卜
が
な
い
。
日
本
人
と
は
仕
事
や

私
生
活
で
国
際
交
流
の
実
を
あ
げ
て
い
る
し
入

会
す
る
ま
で
も
な
い
」
と
の
意
見
が
多
い
。

　
一
方
留
学
生
は
短
期
の
者
は
接
す
る
機
会
が

一
、
二
回
で
終
り
だ
し
、
長
期
の
者
は
二
年
目

か
三
年
目
に
な
っ
て
や
や
時
間
的
ゆ
と
り
の
あ

る
生
活
に
な
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
頃
に
は
日
本

人
学
生
や
親
し
い
友
人
も
で
き
、
会
に
は
そ
の

年
齢
構
成
上
（
二
〇
歳
代
五
人
、
三
〇
歳
代
一

〇
人
、
他
は
四
〇
歳
以
上
）
親
し
み
に
く
い
よ

う
だ
。
留
学
生
の
会
員
が
一
人
い
た
が
卒
業
し

て
帰
国
し
た
。
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
を
や
っ
て
い

る
会
員
も
い
る
が
金
と
時
間
を
要
し
容
易
で
は

な
い
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
さ
ら
に
困
難
の
よ
う

だ
。
個
人
的
に
中
国
、
朝
鮮
、
東
南
ア
、
欧
米

の
諸
国
人
と
交
際
し
て
い
る
会
員
は
多
い
。
要

は
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
る
こ
と
だ
。

　
現
在
会
員
は
三
七
人
（
在
米
国
、
在
英
国
各

一
人
を
含
む
）
で
、
行
事
に
魅
力
の
あ
る
時
は

会
員
外
も
含
め
五
〇
人
く
ら
い
の
出
席
だ
が
、

通
常
は
一
五
人
～
一
〇
人
く
ら
い
だ
。
開
催
日

を
概
ね
土
曜
午
後
に
し
て
い
る
の
は
、
週
日
は

勤
労
や
家
事
で
、
日
曜
は
わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
’
て

来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
無
理
だ
か
ら
だ
。

　
要
は
行
事
内
容
の
魅
力
と
優
秀
な
外
国
人
会

員
を
増
加
し
て
接
す
る
機
会
を
多
く
す
る
こ
と

だ
ろ
う
。

会
の
財
政
が
貧
弱
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年
一
回
の
総
会
、
二
回
の
親
睦
会
の
ほ
か
毎

月
行
っ
た
も
の
を
類
別
し
て
例
示
す
る
と
次
の

と
お
り
。

①
－
見
学
と
座
談
会
　
汐
見
台
留
学
生
研
修
セ

ン
タ
ー
、
移
住
セ
ン
タ
ー
、
造
船
セ
ン
タ
ー
、

大
佛
次
郎
記
念
館
、
Y
o
k
o
h
a
m
a

C
o
u
n
t
r
y

A
t
hl
e
t
i
cC
l
u
b(
Y
C
A
C
)

Y
o
k
o
h
a
m
a

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

S
c
h
o
o
l
.

②
講
演
会
　
教
育
問
題
／
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
大

使
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
事
情
／
大
使
館
員
、
イ

ン
ド
シ
ナ
三
国
事
情
／
時
事
通
信
部
長
、
日
本

人
の
宗
教
観
／
フ
ェ
リ
ス
女
子
短
大
米
人
教

授
、
米
国
人
の
見
た
詩
人
「
李
白
」
／
米
国
国

務
省
日
本
語
研
修
所
長
、
そ
の
他
Ｐ
Ｌ
Ｏ
東
京

事
務
所
長
、
ユ
ニ
セ
フ
基
金
部
長
な
ど
。

ニ

三

外
国
人
会
員
の
増
加
難

月
例
会
の
出
席
率
が
悪
い



　
入
会
金
千
円
と
僅
少
の
寄
付
金
は
基
金
に
積

立
て
、
経
常
費
に
は
通
信
費
と
外
部
の
講
師
へ

の
さ
さ
や
か
な
謝
礼
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
留
学

生
と
の
集
い
な
ど
で
は
留
学
生
に
負
担
を
か
け

さ
せ
ず
に
会
費
二
千
円
で
運
営
し
て
い
る
。
月

例
行
事
の
案
と
し
て
例
え
ば
箱
根
ユ
ネ
ス
コ
村

見
学
、
会
員
の
小
旅
行
な
ど
あ
る
け
れ
ど
も
実

現
し
て
い
な
い
。
今
後
は
県
又
は
市
と
の
共
催

を
も
っ
と
多
く
し
、
会
は
人
的
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
経
費
は
県
市
負
担
で
進
め
て
み
た
い
。

　
外
人
会
員
と
日
本
人
有
志
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ

ン
グ
の
外
に
、
文
学
、
歴
史
、
語
学
等
の
話
は

で
て
い
る
が
、
知
識
、
熱
意
の
程
度
の
差
等
で

実
現
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
努
力
し
た
い
。

今
後
や
り
た
い
こ
と

市
へ
の
提
言

　
問
題
点
と
し
て
述
べ
た
こ
と
等
を
今
後
さ
ら

に
改
善
努
力
す
る
ほ
か
、
市
へ
の
提
言
は
全
会

員
の
目
標
と
し
て
会
の
目
的
に
あ
い
、
港
横
浜

の
魅
力
を
創
造
す
る
も
の
―
そ
れ
は
「
国
際

学
生
の
村
づ
く
り
」
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思

う
。
冒
頭
の
応
募
論
文
に
書
い
た
こ
と
だ
し
市

の
受
入
れ
が
前
提
だ
が
Ｉ
。

明
治
以
来
百
年
余
で
横
浜
村
は
日
本
を
代
表

す
る
横
浜
港
を
有
す
市
と
な
り
世
界
的
に
も
有

名
に
な
っ
た
。
今
後
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
た
い

が
そ
れ
に
は
港
湾
施
設
や
貿
易
額
、
人
口
等
だ

け
で
な
く
、
国
際
都
市
と
し
て
内
外
人
が
心
で

結
ば
れ
る
安
ら
ぎ
、
住
み
よ
さ
、
離
れ
難
い
忘

れ
難
い
魅
力
を
か
も
し
出
す
港
横
浜
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。

　
と
こ
ろ
が
現
在
、
日
本
に
は
約
六
干
名
の
外

国
人
留
学
生
が
来
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
千
名

は
政
府
関
係
で
給
与
、
寮
等
比
較
的
条
件
は
よ

い
が
、
約
五
千
名
は
私
費
の
諸
君
で
、
最
も
困

っ
て
い
る
の
は
下
宿
の
問
題
だ
。
県
内
と
横
浜

市
内
の
相
当
多
数
の
留
学
生
も
悩
み
は
同
じ

だ
。
こ
れ
に
対
し
国
や
県
や
市
は
何
を
し
た
で

あ
ろ
う
か
。
食
住
習
慣
等
の
相
異
で
一
般
市
民

の
家
庭
へ
の
受
入
れ
は
極
め
て
少
な
い
。

　
か
つ
て
一
九
〇
四
、
五
年
の
日
露
戦
争
後
、

日
本
を
学
び
に
来
た
約
一
万
人
の
中
国
人
留
学

生
に
対
し
、
日
本
人
は
チ
ャ
ン
コ
ロ
と
よ
び
、

ひ
ど
い
下
宿
で
冷
や
飯
を
食
わ
せ
た
。
帰
国

後
、
そ
の
大
部
分
は
排
日
の
急
先
峰
と
な
っ

た
。
第
二
次
大
戦
敗
戦
の
根
本
原
因
は
将
に
こ

れ
だ
っ
た
と
私
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

　
欧
米
諸
国
へ
の
留
学
生
は
、
帰
国
後
、
親
欧

米
と
な
る
者
が
多
い
の
と
比
べ
、
甚
し
い
相
異

で
あ
る
。

　
今
や
、
敗
戦
後
の
短
期
間
に
立
ち
上
っ
た
日

本
の
謎
を
解
明
に
来
て
い
る
留
学
生
諸
君
に
対

し
、
再
び
同
じ
誤
ち
を
繰
返
し
て
い
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

　
数
年
前
田
中
角
栄
氏
の
東
南
ア
ジ
ア
訪
問
時

の
暴
動
、
多
年
、
留
学
生
の
親
身
の
相
手
を
し

て
い
る
穂
積
五
一
氏
（
ア
ジ
ア
学
生
文
化
協
会

理
事
長
）
の
随
筆
抄
「
日
本
人
か
ら
離
れ
る
」

な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
は
誠
に

憂
え
る
べ
き
事
態
を
示
し
、
そ
の
解
決
は
今
日

緊
急
の
課
題
だ
と
思
う
。

　
根
源
は
有
色
人
種
へ
の
誤
っ
た
民
族
観
と
国

際
性
に
欠
け
る
多
く
の
日
本
人
に
あ
る
が
、
在

日
留
学
生
の
生
活
の
中
で
住
の
占
め
る
役
割
の

重
大
さ
を
真
剣
に
考
え
、
具
体
策
を
た
て
実
現

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
留
学
生
相
互
及
び
日
本
人
学
生
と
の
理
解
親

睦
を
深
め
、
住
の
問
題
解
決
の
一
助
に
す
る
た

め
次
の
条
件
の
も
の
を
建
設
す
る
。

(
ア
)
各
国
別
に
国
の
特
徴
を
あ
ら
わ
す
建
物
と
す

る
。
た
だ
し
留
学
生
の
少
な
い
国
は
ま
と
め

て
、
例
え
ば
ア
フ
リ
カ
館
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

館
と
す
る
。

　
一
戸
に
一
〇
人
～
一
五
人
く
ら
い
収
容
し
自

炊
の
で
き
る
施
設
に
す
る
。

(
ウ
)
日
本
入
用
の
は
歴
史
的
な
時
代
を
あ
ら
わ
す

建
物
と
し
三
戸
か
四
戸
く
ら
い
に
す
る
。

(
エ
)
管
理
連
絡
用
の
一
戸
に
は
集
会
用
ホ
ー
ル
、

食
堂
、
図
書
室
、
卓
球
場
等
を
設
け
る
。

(
オ
)
相
当
広
い
運
動
場
に
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ュ
ス
等
の
施
設
を
も
う
け

る
。

(
カ
)
森
林
か
大
公
園
に
隣
接
し
市
街
の
中
心
よ
り

余
り
遠
く
な
い
地
域
と
す
る
。

　
な
お
一
〇
年
く
ら
い
の
長
期
計
画
と
し
、
東

京
都
村
山
と
箱
根
の
ユ
ネ
ス
コ
村
、
愛
知
の
明

治
村
は
参
考
に
価
す
る
。

　
神
奈
川
県
下
の
外
国
人
学
校
は
欧
米
系
四

校
、
朝
鮮
系
六
校
、
中
国
系
二
校
の
計
一
二
校

で
、
生
徒
数
は
三
千
名
弱
で
あ
る
（
県
私
学
宗

教
課
調
）
。
こ
れ
に
呼
応
す
る
数
の
日
本
人
学

校
（
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
で
き
れ
ば
高

校
も
）
の
生
徒
に
参
加
し
て
も
ら
い
。
「
国
際
学

生
の
村
づ
く
り
基
金
募
集
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
称
す
る
祭
り
を
開
催
す
る
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
主
催
者
は
、
市
と
私
共
の
会
と
し
、
生
徒

た
ち
だ
け
で
な
く
、
有
名
演
奏
家
等
に
も
参
加

を
お
ね
が
い
し
、
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
入
場
料
と

寄
付
金
を
頂
戴
す
る
。
仮
に
一
年
で
百
万
円
の

蓄
積
と
す
れ
ば
五
年
で
五
百
万
円
、
一
〇
年
で

一
千
万
円
だ
。
私
共
の
会
で
双
方
の
学
校
を
説

得
し
て
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
い
が
で
き
る
か
ど

う
か
。
市
の
積
極
的
な
「
や
る
気
」
が
先
決
だ
。

　
準
備
に
一
、
二
年
と
そ
の
後
の
話
合
い
、
人

の
交
流
は
民
際
外
交
の
実
現
で
あ
り
学
生
・
生

徒
の
国
際
交
流
で
あ
り
教
育
上
の
意
義
は
大
き

く
、
先
生
・
生
徒
は
変
っ
て
も
年
毎
に
親
し
さ

は
増
し
、
国
際
学
生
の
村
づ
く
り
の
歓
び
と
横

浜
へ
の
郷
土
愛
も
湧
く
と
思
う
。

　
要
は
五
百
万
円
や
一
千
万
円
は
起
爆
剤
と
し
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グ
ル
ー
プ
活
動

国
際
学
生
の
村
の
必
要
性

国
際
学
生
の
村
の
内
容

村
づ
く
り
の
具
体
策

四
・



て
会
が
つ
く
る
の
で
市
は
県
と
相
談
し
て
早
目

に
適
地
を
決
め
、
適
宜
予
算
化
し
て
実
現
し
て

ほ
し
い
。

　
私
は
祖
国
と
平
和
を
愛
し
日
本
人
が
好
き

だ
。
だ
か
ら
こ
そ
よ
か
れ
か
し
と
願
望
し
敢
え

て
苦
言
を
呈
す
る
。
人
生
の
凡
そ
半
分
を
外
国

で
暮
ら
し
、
主
に
教
育
と
労
働
行
政
の
経
験
か

ら
私
の
感
じ
た
日
本
人
最
大
の
欠
点
は
国
際
性

の
不
足
だ
。
工
業
生
産
力
に
は
強
い
が
食
糧
資

源
、
防
衛
等
い
ず
れ
も
弱
い
日
本
、
も
し
世
界

に
愛
さ
れ
る
日
本
に
な
れ
な
け
れ
ば
一
二
世
紀

で
の
命
運
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
″
戦
艦
″
牛

場
信
彦
氏
の
よ
う
な
日
本
人
が
一
〇
人
も
い
た

ら
、
日
本
の
国
際
的
地
位
は
浅
か
に
高
く
な

る
」
と
、
昨
年
来
日
し
た
米
国
人
有
識
者
た
ち

が
再
三
言
っ
た
と
新
聞
は
報
じ
た
。
松
下
幸
之

助
氏
の
政
経
塾
、
中
内
功
氏
の
流
通
大
学
、
中

山
素
平
氏
の
国
際
教
育
大
学
、
い
ず
れ
も
的
は

国
際
人
の
徹
底
的
養
成
訓
練
で
あ
ろ
う
。

　
私
財
も
い
わ
ゆ
る
顔
も
な
い
私
は
、
ア
イ
デ

ア
と
情
熱
と
実
行
力
で
ミ
ナ
ト
ヨ
コ
ハ
マ
を
世

界
の
横
浜
、
魅
力
あ
る
横
浜
に
す
る
ひ
と
か
け

ら
に
な
り
た
い
の
で
あ
る
。
国
際
学
生
の
村
は

横
浜
の
異
名
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
〈
国
際
交
流
を
考
え
る
市
民
の
会
会
長
〉

グ
ル
ー
プ
の
性
格
と
誕
生
ま
で

一
年
歩
い
て
き
て
思
う
こ
と

夢最
後
に

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
将
来
、
自
然
な
形
で

各
期
の
仕
切
り
が
取
り
外
さ
れ
れ
ば
そ
れ
で
よ

し
、
そ
の
ま
ま
連
合
会
と
し
て
続
く
の
も
よ
し

と
い
う
、
融
通
性
に
富
む
選
択
で
あ
っ
た
。

　
実
際
の
運
営
方
法
は
次
の
よ
う
に
決
め
た
。

　
①
「
企
画
委
員
会
」
「
個
人
フ
ァ
イ
ル
作
成

委
員
会
」
「
活
動
の
場
を
広
げ
る
た
め
の
委
員

会
」
の
三
つ
の
小
委
員
会
に
よ
っ
て
、
会
の
運

営
が
支
え
ら
れ
る
。
②
各
期
の
合
同
連
絡
会
を

月
一
回
持
つ
。
③
会
計
は
各
期
ご
と
に
処
理
し

連
合
会
経
費
は
三
等
分
す
る
。
④
各
会
が
個
々

40
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②
「
横
浜
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
(
Ｙ
Ｋ
Ｖ
)
｣
の
活
動

小
山
八
千
代

　
横
浜
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
（
略
称

Ｙ
Ｋ
Ｖ
）
は
、
良
き
民
際
外
交
の
担
い
手
を
目

指
し
て
結
成
さ
れ
た
。
入
会
の
動
機
は
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
が
、
誰
も
が
平
和
な
世
界
の
実
現
を

願
い
。
そ
の
た
め
に
は
各
国
の
人
々
が
互
い
に

相
手
の
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
共
存
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
歴

史
的
に
も
外
国
人
と
の
接
触
の
多
か
っ
た
横
浜

と
い
う
土
地
に
生
活
す
る
者
と
し
て
、
共
に
こ

生
、
三
期
生
と
呼
び
、
受
講
後
そ
れ
ぞ
れ
に
グ

ル
ー
プ
活
動
を
希
望
す
る
者
が
集
ま
っ
て
各
期

の
会
を
結
成
し
た
。
そ
し
て
市
教
委
の
職
員
か

ら
の
働
き
か
け
も
あ
っ
て
一
期
の
会
　
（
Y
o
k
o
-

r
m
a

H
e
n
sS
o
c
i
e
t
y
）
’
二
期
の
会
、
三
期
の

会
が
、
五
十
四
年
四
月
に
連
合
し
て
、
横
浜
国

際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
を
結
成
し
た
。
対

外
的
な
窓
口
を
一
本
化
す
る
と
と
も
に
、
各
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
保
持
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
く
道
を
選
ぼ
う
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
少

く
と
も
初
め
の
一
年
間
は
連
合
会
の
形
を
と
る

む
す
び

一二三四
・

グ
ル
ー
プ
の
性
格
と
誕
生
ま
で

の
複
雑
な
世
界
情
勢
の
中
で
日
本
が
生
き
る
手

だ
て
を
学
び
、
一
民
間
人
と
し
て
そ
の
た
め
に

役
立
つ
道
を
求
め
行
動
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
る
。

　
五
九
人
の
会
員
は
、
特
別
会
員
二
人
を
除
い

て
、
全
員
が
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
横
浜
市
教

育
委
員
会
が
開
講
し
て
い
る
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
講
座
Ａ
コ
ー
ス
（
国
際
交
流
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
コ
ー
ス
）
の
受
講
生
で
あ

る
。
五
十
一
年
度
、
五
十
二
年
度
、
五
十
三
年

度
の
各
期
受
講
生
を
そ
れ
ぞ
れ
一
期
生
、
二
期

一
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